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る中央集中での集計となるため、集計の観点でのモデル州の役割はなくなった。また、地

方人口統計データベース、統計職員の教育・訓練については、モデル州に対する機材供与

がプロジェクト後半になったこと、データベースについてはプロジェクトとしてようやく

完成したこと、などから、今後の課題とされる。

　　　（参考）モデル州以外の状況（メンドーサ州）

　　　　終了時評価ミッションにおいて、モデル州以外の州の状況をみるために、メンドーサ州

も視察した。メンドーサ州はワインの輸出、石油等の資源の輸出などにより、アルゼン

ティンでは、サンタフェ州、コルドバ州、エントレリオス州などと並んで、比較的財政は

豊かであると思われる。しかし、州統計局長の話では、最近、INDECから配分される統計

調査のための費用がカットされているとのこと。州の予算としてはその減少分をカバーし

ているが（州独自の予算は増加している）、それは統計調査の実施などの分で、情報化に

対しては、特別の措置はなされていないとの説明であった。したがって、パーソナルコン

ピューター（パソコン）の台数なども５年前の事前調査のときと比べて大きな変化はな

く、GISのソフトウェアが改良された程度であるとみられる。

　　　　しかし、メンドーサにおいては、2000年人口センサスのための調査区設定が独自に開始

され、20％程度は完了しているとの話であった。

　　　　財政上も比較的に恵まれており、先進的な州であるメンドーサ州でもこういった状況で

あることから、今回プロジェクトにおいてモデル州にDB、GIS機材の供与、研修室の設置

などを支援したことは、モデル州の統計業務の向上については大きな意義があったと考え

られる。

　２－３－２　プロジェクトの実績２－３－２　プロジェクトの実績２－３－２　プロジェクトの実績２－３－２　プロジェクトの実績２－３－２　プロジェクトの実績

　　(1）人口統計データベース

　　　　本プロジェクトが開始される前、INDECでは、BDCEN91（1991年人口センサスの個票デー

タを基にしたパソコンベースの汎用集計システム）、dbINDEC94（テキスト形式の結果一

覧表の提供用データベースシステム）を作成していた。本プロジェクトにおいては、当

初、どのような形の人口統計データベースを構築するかは定まっていなかったが、短期専

門家としてアルゼンティンを訪れた重松専門家の指導もあり、INDECにおいてはdbINDEC94

の提供するファイルをExcel形式のものにしていくなど、改良を行うと同時に、プロジェ

クトとしては、BDCEN91を改良したシステムを作成することを活動とした。

　　　1） 提供機材等の設置、LAN構築等

　　　　　プロジェクト開始当初は、供与機材の調達、プロジェクトサイトへの機材の設置が無

事に完了した。また、プロジェクトサイトがINDECの建物とは離れた、経済省ビル内に
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あったことから、プロジェクトサイトとINDECをつなぐLANを設置した。この後、モデル

州へのデータベース、GIS関係機材の供与、研修用パソコンなどの機材の供与も行った。

　　　　　この結果、プロジェクトサイト及びモデル州には、おおむね以下に示すようなシステ

ムが導入された。また、INDECに対して、これらの機材を使いこなすためのDBMS（デー

タベース・マネージ・システム）及びネットワーク技術者の研修がプロジェクトの一環

として行われ、８名のINDEC職員が受講・修了し、INDECに定着し、システム管理などに

あたっている。

　　　　　また、その後、INDEC及びプロジェクトサイト（Balcarce）並びにモデル州間のネッ

トワークシステムも確立された。

　　　　　さらに、本プロジェクトで開発された人口統計情報システムを稼働するにあたり、シ

ステムダウンなどに備えるため、バックアップシステムを準備する必要があり、1999年

度供与機材でバックアップのハードウェア、ソフトウェアが供与された。バックアップ

を行う要員については、上記で述べた研修要員がこれにあたっている。

　　　　　なお、近年における情報技術の進歩は速く、パソコンなどの機器もすぐに陳腐化して

しまうが、今回の供与機材については、①当初導入したWorkstationなどが導入当時とし

ては比較的高性能であったこと、継続的に、メモリー、記憶容量などの増強を図ったこ

とから、現在でも十分に利用に耐え得るものであった。

　　　　　（参考図）プロジェクトのネットワーク図（カランサ部長説明資料） …別紙１(p.18)

　　　　　（参考表）プロジェクトにおけるデータベース・GIS関連主要供与機材…別紙２(p.19)

　　　　　（参考表）モデル州、データベース・GIS関連主要供与機材

　　　　　（参考表）モデル州に対する機材供与の実績（時期）

　　　　　（参考表）モデル州に対する研修室関連主要供与機材　　　　　　………別紙２、３

　　　　　（参考表）その他パソコンの配置　　　 　　　　　　　　　　　　　　(p.19、20)

　　　　　（参考表）メーカー研修への参加

　　　2)　プロジェクトで開発した人口統計情報データベース

　　　　　今回のプロジェクトでは、重松専門家らの意見も参考にして、既存のBDCEN91をネッ

トワーク対応に改良し、ユーザーインターフェースも改良することとした。つまり、

2000年人口センサスで得られる個票レベルのデータをデータベースに収録して提供し、

ユーザーは自由な集計が行えるようにし、可能であれば、地理情報とリンクさせること

とした。この人口統計情報システムの構築は、①サーバー側のデータベースの構築、

②利用者側システムの開発、の二つのパートよりなる。

　　　　　①については、データベースの基本的なシステムとしては Oracleが採用された。ま
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た、データベースの構造分析などにおいては、Oracle社の分析ソフトウェアであるDesigner

が活用され、1991年人口センサスのデータ分析が行われ、1991年人口センサスのデータ

を収録（取りあえず、エントレリオス州、サンルイス州の２州分）したデータベースが

構築されている。なお、2000年人口センサスでは、1991年人口センサスに比べて、調査

事項などの変更は行われるが、現在構築されている1991年人口センサスデータをベース

にしたデータベースの一部修正で対応できる。また、集計結果と関係する地理情報を同

時に画面に表示するなどのシステムの開発も最終段階に入っている。

　　　　　②については、人口センサスで集められたデータの項目を自由に選択し、自由な集計

結果を得ることを目的として、ⅰ）限定されたユーザーによる分析などを目的として、

Oracle社のDiscovererを利用したシステムの構築、ⅱ）普及を目的としたSAS/AFを使

用したシステムの開発が行われ、両システムともプロトタイプが開発された。なお、今

回のミッションの地方視察の際に、サンルイス州において、ⅰ）のシステムのデモンス

トレーションが行われた。

　　　　（参考図）画面などのイメージ……別紙４、５(p.21、22)

　　　3)　GISのためのデータ整備

　　　　　GISに人口センサスの結果を併せて利用するため、人口センサスで使われる各種境界

（州、マンサーナ等）がデジタイズされ、入力される必要がある。

　　　　　(注)マンサーナ：４～20件程度の家群

　　　　　INDECではプロジェクト発足当初、既にデジタイズに着手しており、独自に1996年末

までに全国の主要25都市分についてはデジタイズを完了する予定であった。しかし、今

回プロジェクトでGIS関係機材の供与も行い、モデル州にも同様の機材を供与したこと

から、巡回指導ミッション時には、全国の１万人以上の都市約300については都市部の

デジタイズはほぼ完了していた。

　　　　　さらに、1998年アルゼンティン農牧業センサスの際に購入された衛星写真の活用によ

り、都市部のみならず、農村部も含めた全土における、各種境界情報の入力がほぼ完了

した。これらのデジタイズされた境界情報は、Oracleによるデータベースとして整備さ

れ、SDE（Spacial Data Engine）をインターフェースとする利用システムが整備され

た。

　　　　（参考表）境界情報の入力状況（ミッション時の資料……別紙６：p.23）

　　(2）2000年人口センサスの準備

　　　　プロジェクトが発足した当初は、2000年人口センサスの集計方法についても地方分散入

力、製表計画・データチェック方法の立案なども検討、指導していくこととした。しか
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し、INDECにおいて、2000年人口センサスの集計については、①中央での OCR（光学式文字

読取り装置）入力（外注）、②製表・データチェックについては、既存のパッケージソフ

トウェアを使うこととしたことから、最終的に、プロジェクトとしては、製表部分は対象

とはしていない。

　　　1)　1991年人口センサスのレビュー

　　　　　2000年人口センサスの準備を実施するに際して、検討課題などを整理し、本プロジェ

クトの活動方向を定めるため、INDEC、州、一般ユーザーの各主体の参加の下に、1991

年人口センサスの評価会議を開催し、調査内容、調査方法、調査員の研修、結果の公表

などの項目について検討事項を整理した。

　　　　　・INDEC内の評価会議　1995年12月12日～13日、1996年４月30日、５月７日

　　　　　・地方州との評価会議　1996年５月29日～31日、６月12日～13日

　　　　　・結果利用者との評価会議　1997年３月

　　　2)　試験調査の実施

　　　　　1991年人口センサスのレビューを受け、2000年人口センサスの調査内容、調査方法、

調査スケジュールなどを検討するため、検討のプロセス、ノウハウを今後INDECにおけ

る統計調査の企画などに適応できるようにする。また、INDEC及びすべてのモデル州参

加の下に、1996年から1999年の間に、種々の課題について検証を行うことを目的とし

て、６回の試験調査が計画的に実施された（なお、1991年人口センサスの際には、INDEC

においても試験調査は実施されたが、検討事項を整理してポイントを絞るなど、計画的

な試験調査は行われなかった）。

　　　　　（参考表）試験調査の一覧表……別紙７（p.24～25）

　　　3)　調査区の自動設定試験

　　　　　人口センサスにおいては、調査の漏れや重複をなくし、調査員の受けもつ区域を明確

にするため、調査区の設定を行うが、効率的実施を図るため、第３回試験調査では、

チュブット州プエルトマドリン市において、調査区の自動設定の試験が実施された。こ

れは、市内の各マンサーナ内の世帯数を、電力会社などの情報から入手し、これをベー

スにマンサーナの併合、マンサーナの分割をGIS（Arc/Info）上で自動的に行うことに

より（このプログラムはINDECが開発）、調査区（一調査区平均80世帯）を設定してい

く試験である。試験調査段階では、十分な結果は得られなかったが、その後、評価ミッ

ション時のチュブット州からの報告によれば、各マンサーナ内の世帯数を正確に把握

し、自動設定のプログラムを改良することにより、一部のモデル州で実用可能となり得

るレベルの結果が得られている。
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　　　4)　各種計画の策定

　　　　　人口センサスの集計・公表計画を事前に作成することが、前回センサスの評価結果か

ら得られた課題の一つであったことから、2001～2003年にかけて調査結果を順次公表す

る計画が策定された。また、2000年人口センサスに対する国民の参加を効率的に得るた

めに、「アルゼンティン人口センサスの広報・宣伝計画」が策定され、ポスター、ビデ

オ作成など一部について実施された。

　　　　　（参考表）2000年センサス集計計画、2000年センサス広報・宣伝計画……別紙８

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(p.26～28)

　　　5)　各種会議の開催、参加

　　　　　2000年人口センサスにおいては、国・州との協力が不可欠であるとの認識から、全州

参加の下に、調査実施計画全般について検討し、州の参加意識を高めることを目的とし

て、1997年から全国24州を４グループに分け、2000年人口センサス計画会議が開催され

た。

　　　　　（参考表）会議の開催状況……別紙９（p.29）

　　　　　また、プロジェクトのカウンターパートとの間の定期的な協議が開催され、種々の課

題の解決、情報交換が行われた。会議は1995年から記録に残るものだけでも62回開催さ

れた。

　　　　　（参考表）会議の開催状況……別紙９

　　　　　このほか、アルゼンティン2000年人口センサスの準備状況を対外的に示し、民間の各

方面からの意見を聴取し、また、南米各国の人口センサスに関する情報を収集するた

め、アルゼンティン人口統計学会、メルコスール2000年人口センサス協議会にINDECと

ともにプロジェクトメンバーも参加した。

　　(3）統計職員の研修

　　　　プロジェクト当初は、INDEC・州統計関係職員に対する研修のプログラムを作成するこ

とが目標であったが、INDEC及び全州の統計関係職員を対象とした、中堅技術者研修が予

算措置され、研修が実施された。また、人口統計に関するセミナーも開催された。コン

ピューターを活用した教育として、ネットワークを活用した調査員向けの教育プログラム

のプロトタイプが開発された。

　　　1)　研修プログラムなどの開発

　　　　　人口センサスを確実に実施するためには、INDEC・州統計関係職員の能力の向上を図

ることが不可欠である。そのためには統計理論、統計調査の理論、情報処理などの研修

のプログラムが作成された。また、人口センサスに直接従事する担当者を教育するた
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め、調査員向け訓練プログラムが開発された。

　　　2)　中堅技術者研修の実施

　　　　　このプログラムを実践するため、INDEC・州統計関係職員を対象として、1997年から

３年間にわたって、統計実務者研修（中堅技術者研修）が行われ、104人が修了した。

　　　　　（参考表）開催実績表……別紙10（p.30～32）

　　　3)　人口統計特別セミナーの実施

　　　　　人口統計に関する分析手法、日本における分析事例を紹介し、INDEC・州統計関係職

員の、人口センサスに関する認識を深めることを目的として、1997年から人口統計特別

セミナーが７回開催され、約800人が参加した。

　　　　　（参考表）人口統計特別セミナー開催実績表……別紙10

　　　4)　研修室の設置

　　　　　プロジェクトが実施する研修・セミナーのみならず、INDEC・州が独自に研修が実施

できるよう、また、モデル州が近隣州に対しても研修を行うことを目的として、INDEC・

モデル州にパソコンなどの機材を配置し、統計研修室が設置され、有効に活用されてい

る。

　　　　　（参考表）……別紙11（p.33～34）

　　　5)　コンピューターを活用した調査員教育

　　　　　調査員など調査の実施に従事する者は学校関係者が多いことから、学校に設置された

パソコンを活用し、研修などを行うことを目的として、ネットワークを使って遠隔地視

聴覚教育を行うためのプログラム（プロトタイプ）が開発された。
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